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No. タイトル 年 デザイン 研 究 対 象
1
活動量計を用いた大学生の行動変容プログラ








タイルに関する研究 2016 量的研究 N市看護系大学学部生（３･４年生）30名
4
看護大学女子学生における食生活の現状と影











2013 量的研究 A大学の看護学生約 327名
7
看護学生の健康管理モニタリング度と 予防的

















2011 量的研究 A看護学校３年生 41名





2002 量的研究 都内の私立看護系大学生（看護学生群）及び総合大学１, ２年次の女子学生（一般学生群）238名
13
一人暮らしの看護学生の食生活の実態とその

























19 看護実習生の健康管理に関する研究 1994 量的研究 連日臨床看護実習をしている看護学生 48名と、講義受講のみの看護学生 126名

















































































栄養バランスのとれた食事 No.1, 2, 6, 8, 11, 12, 14, 15, 18, 19
塩分・塩辛いものを控える No.3, 11, 14, 15, 18, 20
油脂分を控える No.8, 12, 15, 18, 20
糖分を控える No.8, 15, 18
食事の規則性 規則正しい食事 No.2, 6, 20間食を控える No.3, 11, 14, 15, 19, 20
食事の取り方 よく咀嚼する No.18




運動体力向上のための実践をする No.1, 6, 12, 17, 18, 19
スポーツをする No.10, 11, 15, 17
ジョギング No.11, 15, 20
柔軟体操・ストレッチ No.10, 16, 17, 19
運動の頻度・規則性 規則的・日常的に体を動かす No.3, 11, 18, 20週２～３回の運動 No.18















睡眠を十分にとる No.2, 3, 9, 11, 12, 15, 20





























ストレスをためず自分なりに解消する No.6, 7, 11, 15, 16
嗜好品の
制御
飲酒の制御 過度の飲酒はしない No.3, 14, 17, 18, 20
嗜好品の制御 嗜好品を摂りすぎない No.6




対処行動 体調が悪い時は早めに受診する No.11体調が悪い時の対処法を持つ No.14





健康探索 健康探索 健康食の記事・テレビを見る No.11, 15健康に関する記事・テレビを見る No.11, 15
清潔行動 清潔行動 清潔・身だしなみを保つ No.2, 14, 16, 18
環境整備 環境整備 環境整備 No.12









































特性（文献 No.5, 6, 11, 16, 17, 20）と、≪健康意
識≫は【栄養・食事の調整】【人間関係を良好に
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